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令和6年度公立大学法人岩手県立大学

共通棟D1階入浴実習室改修工事

建築改修工事 特記仕様書4

［6.6.2〜4］11.	軽量鉄骨天井下地

備　考

[6.8.2〜3]

[6.10.2〜3]

[7.1.3]１.	材　料

防火材料 ※	屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

・	次の箇所を除き防火材料とする　（箇所　　　　　　　　　）

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

[6.7.3][表6.7.1]
スタッド、ランナーの種類

ﾋﾞﾆﾙ床シート Ｇ

12.	軽量鉄骨壁下地

13.	ビニル床シート

ゴム床タイル

ビニル床タイル

ビニル床タイル [6.8.2]Ｇ

・視覚障害者用床ﾀｲﾙの種類・形状 (種類：　　　　　　　　形状：　　　　　　　　）

	ビニル幅木 材質　　　　・	軟質　　・	硬質　　・	

高さ	(㎜)　　　※	60　　・	70　　・	100

厚さ	(㎜)　　　※	1.5以上　　・	

15.	合成樹脂塗床

塗り
種類　　　・	せっこう系　　・	セメント系

[6.17.2〜3]22.	セルフレベリング材

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　　　・	行う　　・	行わない

見本焼き　　　・	行う　　・	行わない

・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

色役物
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形状
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・

・
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・
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・

・
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・

・
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Ⅲ
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釉

特
注

標
準

施工箇所

内装壁タイル接着剤張りに使用する有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量

品質 ・

塗厚（㎜）　・	

種類の記号

※	FS

・

色　柄 厚さ(mm)

※	2.0

・

・	柄物

特殊機能

・	帯電防止

・	耐動荷重性

・	防滑性

・	耐薬品性

施工箇所

目地処理する場合の工法　　　※	熱溶接工法　　

・

種類の記号

※ＫＴ

・ＴＴ

・ＦＴ

・ＦＯＡ

・ＦＯＢ

色　柄

・	無地

・	柄物

寸法	(㎜)

・	300×300

・	500×500

・	450×450

特殊機能

・	2.5

・	3.0

※	2.0

厚さ(mm) 備　考

・	帯電防止

・	防滑性

・

Ｇ14.	カーペット敷き

・

・ ・

・ ・

・

Ｇ

工法 樹種 厚さ(㎜)

※	なら

※	なら

※	なら

（根太張り）

・	釘留め工法

（直張り）

・	接着工法

・	接着工法

15

・12以上

[6.11.2〜6]

ブロック１等

16.	フローリング張り

・8以上

※	なら

・

種　　類 樹　種工　　法 種別

フローリング

・天然木化粧複合

・	接着工法

※	なら

・
・	釘留め工法
（直張り）

（根太張り）
・	釘留め工法

複合フローリング Ｇ

[6.12.2]17.	畳敷き

種別

備考(参考型番）

※	規制対象外

※	規制対象外

下地面の種類

塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

下地調整

・

・	屋外の軒天井、ピロティ天井等

屋内	　　※19型　　・25型

野縁等の種類　　屋外　　・	19型　　※	25型　　　

工法

野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　　　・	図示　　	

周辺部の端からの間隔　　　・	図示　　	

野縁の間隔　　　・	図示　　	

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法
・図示による

既存の埋込みインサート　　　・	使用する　　・	使用しない

あと施工アンカーの引張試験　　　・	行う

・	行わない

・	吊りボルトの間隔が900㎜を超える場合

補強方法　　　※	図示　　	

・	天井のふところが1.5m以上3.0mの場合

・	天井のふところが3.0mを超える場合

補強方法　　　※	図示　　	

・	天井下地材における耐震性を考慮した補強

補強方法　　　※	図示　　	

補強方法　　　※	改修標準仕様書6.6.4(8)(ア)(イ)による　　・	

補強箇所　　　※	図示　　	

・開口部の補強

つりボルトの増つりを行う。

・図示による

※	改修標準仕様書6.7.3によるスタッド高さによる区分に応じた種類

・補強野縁及び、野縁受の追加による。野縁受のはね出しは150㎜以下となるように

スタッドの高さが5.0mを超える場合　　　※	図示による　　	

・ﾏｰﾌﾞﾙ柄

・	無地

ゴム床タイル [6.8.2]

色柄　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）　

寸法(㎜)　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

厚さ(㎜)　　　・	3.0　　・	4.5　　・	6.0　　・	9.0

特殊機能

又は体積電気抵抗値（JIS	A	1454）1x10	〜1x10	Ω程度

・	帯電防止性能評価値（JIS	A	1455）	1.2	以上〜	3.2	未満帯電防止

[6.8.2]

下地がセメント系、木質系以外の場合の接着剤の種別

※床材製作所の仕様による

[表6.8.1、表6.8.2]

・

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　※	Ｆ☆☆☆☆ [6.8.2]

・

※	6.5

・ ・

※	6.5

・ ・

※	6.5

※	ループパイル

・	カットパイル

・	ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用

・	第二種

※	第一種

・	第一種

・	第二種

・	第二種

・	第一種

※	500×500

・

※	500×500

※	500×500

総厚さ	(㎜)寸法	(㎜) 備		考	施工箇所種		別パイル形状

※　　　

※　　　

※　　　

・

・	適用する

（性能：※	人体耐電圧

・　　　　　）

・	適用しない

※	全面接着工法

・	グリッパー工法

・	ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用

・	ﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・	ループパイル

・	カットパイル

パイル長さ	(㎜)

				5〜7

				4〜6

				4 3kv	以下

パイル形状 工　法 帯電性 備考(参考品番）

※	反毛フェルト（JIS	L	3204）の第2種2号　呼び厚さ	8㎜　　	

・	タフテッドカーペット

下敷き材（グリッパー工法の場合）

・	タイルカーペット

色柄等 帯電性 備考(参考品番）

※	無地

・	適用しない

・	適用する

（標準品）・カット､ループ併用

・	カットパイル

・	ループパイル

パイル形状 織り方

・	ウィルトン

・	ダブルフェース

・	アキスミンスター

・	織じゅうたん

下敷き材　　　※	反毛フェルト（JIS	L	3204）の第2種2号　呼び厚さ	8㎜　　	

・

無地の織じゅうたんの種別 ・	A種 ・	B種 ・	C種

接合方法　　※ヒートボンド工法

[6.9.2〜3][表6.9.1〜2]

タイルカーペットの敷き方

※	市松敷き　　・	模様流し　　・	

※	模様流し　　・	市松敷き　　・	

平場

階段部分

見切り、押え金物

種類（　　　　　　　）

形状等　※図示 ・

材質（　　　　　　　）

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　※	Ｆ☆☆☆☆

[6.9.2〜3]

[6.9.2〜3]

[6.9.2]

・	釘留め工法

単層フローリング

種類

塗床材のホルムアルデヒド放散量　　　※	Ｆ☆☆☆☆

種類

工　法 仕上げの種類 施工箇所種　別

・厚膜型塗床材

（弾性ウレタン樹脂系塗床材）

・厚膜型塗床材

（エポキシ樹脂系塗床材）

・薄膜型塗床材

（エポキシ樹脂塗床材）

※平滑仕上

・防滑仕上

・平滑仕上

※平滑仕上

・防滑仕上

・つや消し仕上

・樹脂モルタル工法

・厚膜流し展べ工法

・薄膜流し展べ工法

幅及び長さ	(㎜)

幅及び長さ	(㎜)

標準仕様書　表6.11.1による

標準仕様書　表6.11.3による

標準仕様書　表6.11.5による

※	なら 15

・C種

・A種

・B種

・C種

・A種

・B種

・B種

・C種

・A種※	なら

・

標準仕様書　表6.11.2による

標準仕様書　表6.11.4による

標準仕様書　表6.11.6による

・	フローリング

ボード１等

・	フローリング

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒド放散量 　　　※	Ｆ☆☆☆☆	

接着工法の場合の緩衝材　　　※	合成樹脂発泡シート　　・	

現場塗装仕上

・	行う（施工箇所　　　　　　　　　）

※	ウレタン樹脂ワニス塗り

・	オイルステインの上、ワックス塗り

・	生地のままワックス塗り
・	行わない

間伐材等の適用 ・適用する

・	A種　・	B種　・	C種　

・	D種 （畳床：・ＫＴ-Ⅰ		・ＫＴ-Ⅱ　・ＫＴ-Ⅲ　・ＫТ-Ｋ　・ＫТ-Ｎ）

・衝撃緩和型畳 畳表（JIS	A	5902）　・Ｃ1　・Ｃ2　

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極

めて少ない材料を使用したものとする。

9.5

9.5（準不燃）

模様（・	柾目　・	板目）専用下地材有り

12.5（不燃）　幅	440㎜	程度

・	12.5（不燃）　・	15（不燃）

9.5（不燃）

・	化粧せっこうボード

・	化粧せっこうボード（木目）

・	せっこうラスボード

・	強化せっこうボード

・	シージングせっこうボード

・	不燃積層せっこうボード

・	12.5（不燃）　・	15（不燃）　・	

・	25（ガラスクロス包）　・	

・	30　　・	

・	15　　・	20　　・	25　　・	

・	15　　・	20　　・	25　　・	

・	15　　・	20　　・	25　　・	

[6.13.2〜3]

・	凹凸タイプ

・	普通木片セメント板

・	せっこうボード

ロックウール吸音ボード1号

グラスウール吸音ボード	32Ｋ・

・

・	ロックウール化粧吸音板

・	けい酸カルシウム板

・	硬質木毛セメント板

・	中質木毛セメント板

・	硬質木片セメント板

・	普通木毛セメント板

・25　

種　　類 厚さ	(㎜)、規格等

・	12　　・	15　　・	18　　・	21

タイプ２（無石綿）　　　

・	フラットタイプ

（・	12（不燃）・	15(不燃）　・		　）

（・	9（不燃）・	12(不燃）　・		　）

・化粧無（下地張り用）	

・化粧有（トラバーチン模様）

12.5（・不燃　・準不燃	）

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

（トラバーチン模様）

・	6　・	8

18.	せっこうボードその他

ボード及び合板張り

表面の材種

生地、透明塗料塗り

（※	ラワン程度　　・　　　　　　　　　）

不透明塗料塗り

（※	しな程度　　・　　　　　　　　　）

板面の品質（　　　　　　）

厚さ（㎜）（　　　　　　）

・	普通合板 Ｇ

接着の程度（・１類　・2類　）

・	防虫処理	

Ｇ

表面性能（　　　　　　　）タイプ

厚さ（㎜）（　　　　　　）

樹種名（　　　　　　）

接着の程度（・	１類　・	２類）

厚さ（㎜）（　　　　　　）

特殊加工の方法

（・	オーバーレイ　・	プリント　・	塗装）

接着の程度（・	１類	　・	２類）

・	メラミン樹脂化粧板

・	ポリエステル樹脂化粧板

・

・ 単板張りﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

・	化粧パーティクルボード

・	ハードボード（素地）

・	ハードボード（化粧）

・ インシュレーションボード

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・	特殊加工化粧合板 Ｇ

・	天然木化粧合板 Ｇ

・	3　　・	7　　・	9　　・	12　　・	

・	未研磨板　　・	研磨板

・	10　　・	12　　・	15　　・	18　　・	

・ ・	塗装

・	10（難燃）　・	12（難燃）　・	

・	無研磨板

・	研磨板 （・	スタンダード　　・	テンパード）

（・	スタンダード　　・	テンパード）

・	内装用　　・	外装用

・	2.5　　・	3.5　　・	5　　・	7

・	9　　・	12　　・	15　　・	18

JIS	K	6903	による　厚さ（※	1.2　・	　　）

ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ

・ 単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ

A級（・	天井仕上　・	内装仕上　・　　　　）

・	防虫処理	

・	防虫処理	

材料のホルムアルデヒド放散量

・　改修工事標準仕様書６．１３ .２(b)(c)(d)による

・　F☆☆☆☆

接着剤のホルムアルデヒド放散量

・　※　F☆☆☆☆

遮音シール材 ・	適用する（・	シーリング材　　・	ジョイントコンパウンド）

・	適用しない

合板類の張付け　　　・	Ｂ種　　・	Ａ種

せっこうボードの目地工法　　

・　継目処理工法
・　突付け工法
・　目透し工法

・

施工箇所
壁紙の種類

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

紙 繊維 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ無機質その他
防火種別

※	不燃　・	準不燃

※	不燃　・	準不燃

※	不燃　・	準不燃

[6.14.2〜3]

備考(参考品番）

19.	壁紙張り

材料
20.	モルタル塗り [6.15.3〜6]

・	防水剤の品質・性能

品質・性能項目

防水剤の種別

セメント重量の5％以下

凝結及び安定性

混合割合

建築用のモルタルに用いるセメント防水剤

（凝結）

・既調合材料（　　　　　　　　　　　　　　）　

既製目地材 ・	設ける　施工箇所（　　　　　　）　形状（※	図示　・　　　　）

・設けない

床目地 ・	設ける（工法：※	押し目地　　・　　　　　）　・	設けない

壁モルタル塗りの厚さが25ｍｍを超える場合の下地処理 ・（　　　　　　　　　　　　　　　）

　凝結時間　始発：1時間以上　終結：10時間以内

　収縮性、膨張性のひび割れ及びそりについて観察する。

（安定性）

吸水比

透水比

95％以下

80％以下

曲げ及び圧縮強度比 70％以上

ホルムアルデヒド放散量　　　※	Ｆ☆☆☆☆	

モルタル・プラスター面の下地調整　　　※	Ｂ種　　	

コンクリート・ＡＬＣ面の下地調整　　　※	Ｂ種　	

せっこうボード面の下地調整　　　※	Ｂ種　　	

・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

色役物

(㎜)

形状
耐凍

寸法
害性

・

・

・

・

有

・

・

無

・

・

有

・

・

無

・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・

・

・

・

再生材

の適用

Ｇ

吸水率に

よる区分

うわ

ぐすり

Ⅰ
類

Ⅱ
類

Ⅲ
類

　施
釉

無
釉

特
注

標
準

耐
滑
り
性

施工箇所

見本焼き　　・	行う　　・	行わない

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

備考(参考型番）

タイルの形状、寸法等

・セメントモルタルによるタイル張り

既調合モルタル　　・適用する（品質等：　　　　　　　）

・MCR工法　・目荒し工法

21.	タイル張り [6.16.2〜4]
伸縮調整目地の位置

床タイル（※	縦、横とも4m以内ごと　　・	図示　・　　　　　　　　）

床タイル以外（・	図示　　・	　　　　　　　　）

伸縮目地のシーリング材、目地寸法は改修特記仕様書第3章による

試験張り　　・	行う　　・	行わない

コンクリート素地面の処理

壁タイルの種類・大きさに応じた工法

内装タイル（小口平、二丁掛、100角） ・密着張り
・改良圧着張り

ユニットタイル（内装タイル以外） ・マスク張り

・モザイクタイル張り

タイルの形状、寸法等
・接着剤によるタイル張り

※改修標準仕様書表6.17.2による

[7.2.1〜7]［7.3.1〜7］２.	下地調整・素地ごしらえ

※Ｂ種　・Ａ種

※Ｂ種　

※Ｂ種　

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具以外）

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

鉄鋼面

木部屋外

※Ｂ種　

※Ｂ種　

※Ｂ種　

※Ａ種　

塗		替		え
塗装面塗装の種類

新　規

※Ａ種　

木部屋内 ※Ｂ種　 ※Ｂ種　　塗り（ＳＯＰ）

・耐候性塗料塗り

　（ＤＰ）

鉄鋼面　上塗り等級（　　）級

亜鉛めっき面　上塗り等級（　　）級

・	高日射反射塗料塗り Ｇ

下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）　・	ＲＡ種　　・	ＲＢ種　　・	ＲＣ種

４.	塗装

工　程

・合成樹脂調合ペイント

※Ｂ種　・Ａ種 ※Ｂ種　・Ａ種・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り（ＮＡＤ）

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

屋内の鉄鋼面

コンクリート面等・つや有合成樹脂

屋内の木部　エマルションペ

　イント塗り

　（ＥＰ−Ｇ） 屋内の亜鉛めっき鋼面

※Ｂ種　

※Ｂ種　

※Ｂ種　

・ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ）

・オイルステイン塗り（ＯＳ）

・Ｃ−1種
・Ｂ−1種
・Ａ−1種

※Ｂ	種　

塗料（・油性　・水性） − −

・Ａ種※Ｂ	種　

※Ｂ種　 ※Ｂ種　・木材保護塗料塗り（ＷＰ）

・Ａ種

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

塗付け量

２種

種類
工程

塗料その他

規格番号 規格名称

・１級

等級

・２級

・３級

塗料製造所の

仕様による
JIS	K	5675

（㎏/㎡）

反射率塗料塗料塗り

３.	錆止め塗料塗り [7.4.2〜3]

工程

鉄鋼面

塗装面

※Ｂ種　

新規見え掛り

新規見え隠れ

ＳОＰ

ＤＰ

錆止め塗料塗りの種別

※Ａ種

塗料種別

※Ａ種

※Ａ種

塗替え

塗替え ※Ｃ種　 ・

・

新規見え掛り

塗替え

新規見え掛り

塗替え

新規見え隠れ

・

・

・

亜鉛めっき鋼面

ＥＰ−Ｇ

ＳОＰ

ＥＰ−Ｇ

ＤＰ

新規見え掛り

新規見え掛り

新規見え隠れ

※Ｂ種

※Ｂ種

塗替え 下地調整RA種 ※1回目　Ｃ種

※2,3回目　Ｄ種

新規見え掛り

及びRC種
※Ｅ種

新規見え隠れ

※1回目　Ｃ種

※2,3回目　Ｄ種

※Ａ種　・Ｂ種

※Ｂ種 ・Ａ種

・Ａ種

・Ａ種

※Ａ種　・Ｂ種

※Ｂ種

※Ｂ種

※Ｂ種

※Ｃ種　

※Ｃ種　

※Ｃ種　

※Ｃ種

※Ｃ種

※Ａ種　

※Ｂ種　

※Ａ種　

※Ａ種　

※Ａ種　

※Ａ種　

・

・

・

・

・

・

・

・

・

新規鋼製建具等

新規鋼製建具等

※Ａ種 ・

※Ｂ種

※Ｂ種　

※Ａ種　

※Ｃ種　

※Ｂ種　・　

表7.4.6による
改修標準仕様書	

モルタル面、プラスター面

コンクリート面（ＤＰ以外）、

鉄鋼面

ＡＬＣパネル面

※ＲＢ種　

※ＲＢ種　

※ＲＢ種　

せっこうボード面、

その他ボード面
※ＲＢ種　

押出成形セメント板面

コンクリート面（ＤＰ）、

・

・

・

・

・

・ＲＣ種

・

亜鉛めっき鋼面

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

・Ｂ種　　・Ａ種

・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

木部
不透明塗料塗り

透明塗料塗り

※ＲＢ種　

塗替えの下地調整 新規塗装の素地ごしらえ

・　

※ＲＢ種　

※ＲＢ種　

・ＲＢ種

※Ａ種

※Ｂ種

・行う

・行う

　　　−

　　　−

　　　−

・行わない

・行わない

・行う

　　　−

・行わない

・行う

・行わない

ひび割れ

部の補修

　　　−

　　　−

※Ｃ種（ＤＰの場合※Ｂ種）

※Ｂ種

継目処理工法

その他の工法

※Ａ種

※Ｂ種

※	塗替え面積の	（　　％）　　・	図示　　	

・ＲＣ種

・ＲＡ種 ・ＲＢ種

※Ｂ種　・Ａ種

※Ｂ種　・Ａ種

・現場調合材料（セメントは改修共通仕様書6.15.3による）

塗替え

下地調整RB種

改修標仕	表7.8.1による

改修標仕	表7.8.1による

改修標仕	表7.8.1による

改修標仕	表7.8.1による

・Ｃ−1種
・Ｂ−1種
・Ａ−1種

・※Ｂ種　

・

※Ａ種　

※Ａ種　

・　

※Ａ種　 ・　※Ａ種　

・Ａ種 ・Ａ種

せっこうボード、その他のボード面）の塗替えの場合のしみ止め

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（EP-G 	コンクリート面、モルタル面、プラスター面、

合成樹脂エマルションペイント塗り（EP）の塗替えの場合のしみ止め

※	改修標準仕様書	7.9.2（2）による　　・	

　※改修標準仕様書7.9.2（2）により、工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　　

[7.5.2〜7.13.2]

※Ｂ種　・Ａ種※Ｂ種　・Ａ種・クリヤラッカー塗り（ＣＬ）

・合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ） ※Ｂ種　 ・Ａ種　・Ｂ種・

屋根用高日射

内
　
　
装
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

内
　
　
装
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

内
　
　
装
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

塗
　
　
装
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

6-3 6-4 6-5 ７

・	柄物

図示

9.5

20程度


